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今の日本は本当に平和？講演会開催 
－「平和憲法・９条を守る都南の会」１７周年のつどい－ 

６月４日に、岩手県生協連専務理事の吉田敏恵氏を講師

に、「改憲のゆく先を想像してみましょう」と題して講講

演会を実施しました。 

吉田氏は、ロシアによるウクライナ侵略の情勢説明や、

国民投票法の問題点を紹介。最低投票率やＣＭ規制がない

など国民投票法の欠陥部分を、外国との比較で説明しまし

た。法政大学元学長田中優子氏の講演内容も交え、「現行

憲法を実現することこそが、戦争のない社会を実現できる

最も現実的な道」で、憲法をしっかり読みましょう、と話

しました。 

 また、現憲法と自民党草案との違いも出しながら。ウクライナ侵略によって日本も防衛力増強や核保有を求める

勢力が世論形成に必死になっていると説明。「50 項目以上の改憲を行って気付けば政府に歯向かえない国になって

しまったロシアのように、権力者が思うままに憲法を操るとこうなってしまうという悪い見本がいる。強い軍隊を

持っていても、軍事侵攻を防ぐ手立てにはならない。むしろ、非軍事中立の方が、国民の生命、身体、財産を守れ

る。攻撃される「口実」を作るほうが危険」だと指摘。軍隊は、国民を守るのではなく、時には自国の市民に銃口

を向けることを、過去の戦争、現代の各国の内紛でも明らか。軍隊を英雄視したり、権力を持たせてはいけない、

と訴えました。 

そして、改憲勢力の議席を減らすために、平和憲法を持つ日本がすべきこと、私たちがどのようにしていくべき

か想像して行動しようと、７月の参議院選挙の重大さを訴えました（都南９条の会事務局）。 

 

 

 

 

５月２３日東京で行われた「日米首脳会談」で「防衛費の相当な増額」が約束されたことが「話題」になり

ました。「戦争か平和か」と一政党が「軍拡反対キャンペーン」を行っているが、世間では「反対の雰囲気」

が沸き立っているようではありません。と見るのはコラム子の浅はかな「見方」でしょうか。 

先ずは岸田首相とバイデン米大統領の会談と、共同記者会見の要旨（報道）から見てみましょう。 

【安全保障】（アンダーラインはコラム子） 

 両氏 日米同盟の抑止力を早急に強化する必要があると再確認。防衛協力の拡大、深化に合意。 

首相 日本防衛力を抜本的に強化し、防衛費の相当な増額を確保する。反撃能力を含め、あらゆる選択肢を

排除しない。 

大統領 首相の決意を称賛したい。 

両氏 拡大抑止強化に向け、閣僚を含め緊密に協議することで一致。 

「主権在民」のもと「国権の最高機関」でもある「国会」の審議もなく、外国の「首脳」とこのような「約

束」を交わすことは許されることでしょうか。また歴代政権のもとこのようなことがあったでしょうか。あま

りにもあからさまな「国際約束」ではないのでしょうか。 

「国民的議論」が求められると思います。（T） 

 
 

 

 

－「防衛費の相当な増額」、日米首脳会談でどのように「約束」されたか－ 



 

◇６/１４盛岡スタンディングデー、６/１７ミニ集会＆夜デモ実施  
―市民アクション岩手の会―   

6 月 14 日午前からお昼にかけ、川久保病院前・大通・

盛岡南イオン前の盛岡市内 3 か所で十数団体 40 人以上が

参加してスタンディングを実施。幹事団体が音頭を取り、

「いのち・くらしが最優先の政治を」「軍事費増額反対」

「9 条改憲ＮＯ」などの横断幕やプラカードを掲げながら、

リレートークやチラシ配布、署名呼びかけを行いました。 

 また、６月１７日には毎月開催しているデモの前にミニ

集会を開催し、横澤高徳参議院議員も応援に駆けつけてくれ

ました。「選挙に行って政治を変えよう」「憲法いかしてくらしを守れ」などのコールで市民に訴えました。 

 

 

 

◇一関・千厩・平泉の各９条の会で合同スタンディング、募金活動を実施中 
争いを終わらせるには多くの人が継続して声をあげていく事が大事だと、県

南地域の各９条の会では、他団体と協力してロシアのウクライナ侵略に抗議す

る街頭スタンディングを実施中です。合わせてウクライナ支援の募金活動にも

力を入れ、一関市に寄付しました。 

また、一関九条の会では、「憲法改悪を許さない全国署名」を一人で９０筆集

めた方がいたり、平泉・９条の会では、今後学習会を開いて平和の大切さを訴

えていく予定です。 

 

 
 

「憲法改悪を許さない全国署名」は、計４，５００筆に（～６月末） 

地域配布の取り組みを通じ、２７５通・１０２３筆が返送されています。 
市民アクション岩手の会の呼びかけで取り組んでいる、切手不要の返信用封筒とともに署名用紙を地域に配布

する取り組みは、目標の３万枚をほぼ達成。地域９条の会では、その半分の約１万５千枚を配布しました。 

 

 
 

 

「７月の街宣署名行動」 
７月１１日（月）１２：１５～１２：４５ 

盛岡市大通・野村証券前 
「憲法改悪を許さない全国署名」を呼びかけ、人との距

離を保って宣伝を中心に行います。ご都合のつく方は、

ぜひご参加ください。 


